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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
セメント、特に骨セメントの貯蔵および／または混合および／または注入のための装置で
あって、
Ａ）長手方向軸（５）と、排出口（６）を有する前方端（３）と、後方端（４）とを含む
管（２）と、
Ｂ）それによって前記排出口（６）が閉鎖可能である着脱可能に前記装置（１）と結合可
能な栓（１２）と、
Ｃ）前記管（２）の前記後方端（４）において固定可能であり、孔（１１）と同軸に貫通
している蓋（１０）と、
Ｄ）混合機（１５）と、前記密閉キャップ（１０）内の前記孔（１１）を通じて操作可能
なミキサーシャフト（１６）とを有する空洞（７）内で軸方向および回転移動可能なミキ
サー（１４）と、
Ｅ）前記管（２）の外で前記ミキサーシャフト（１６）と結合可能である前記ミキサー（
１４）の軸方向および回転移動のための駆動手段（１７）と
を有する装置において、
Ｆ）前記装置が、前記混合機（１５）の前記軸方向の移動可能性を少なくとも前記管（２
）の前記前方端（３）に対して制限する停止手段（１８；３９）を含み、前記混合機（１
５）と前方空洞壁（２０）との間に依然として最小距離Ａがあり、
Ｇ）第１の前記停止手段（１８）が、前記駆動手段（１７）に装着された第１の軸方向の
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ストッパ（２１）を含み、これは、前記混合機（１５）がその最前方の位置にあるとき、
前記駆動手段（１７）が前記蓋（１０）において配置されるように構成され、
Ｈ）前記空洞（７）が円筒形に構成されており、前記長手方向軸（５）に対して垂直に直
径Ｄを有し、前記混合機（１５）が前記長手方向軸（５）に対して垂直に最大の寸法Ｘを
有し、ここでＸ＜Ｄであることを特徴とする装置。
【請求項２】
前記最小距離Ａが、１０μｍ～４０００μｍであることを特徴とする請求項１に記載の装
置。
【請求項３】
前記最小距離Ａが、２５μｍ～１６００μｍであることを特徴とする請求項２に記載の装
置。
【請求項４】
前記装置（１）が、
ａ）さらに前方前額面（２３）を有するプランジャー（８）を含み、これは前記空隙（７
）における前記長手方向軸（５）に対して平行に移動可能であり、貫通孔（９）と同軸に
貫通し、ここで、
ｂ）前記ミキサーシャフト（１６）が、前記プランジャー（８）の前記貫通孔（９）およ
び前記蓋（１０）の前記孔（１１）を通じて貫通しており、
ｃ）第２の前記停止手段（３９）が、前記ミキサーシャフト（１６）および前記孔（１１
）に装着された第２の軸方向のストッパ（２２）を含み、これが前記ミキサー（１４）の
軸方向の移動可能性を前記管（２）の後方軸（１５）を制限し、前記プランジャー（８）
および前記混合機（１５）がその最後方の位置にあるとき、前記混合機（１５）と前記プ
ランジャー（８）の前記前方前額面（２３）との間で最小距離Ｂが生じることを特徴とす
る請求項１～３のいずれか１つに記載の装置。
【請求項５】
前記最小距離Ｂが、１０μｍ～４０００μｍであることを特徴とする請求項４に記載の装
置。
【請求項６】
前記最小距離Ｂが、２５μｍ～１６００μｍであることを特徴とする請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
前記混合機（１５）が前方端（４０）を有し、前記駆動手段（１７）が前記蓋（１０）に
対して向けられた前方端（２７）とともにスリーブ状の突起（２６）を含み、ここで前記
突起（２６）の前記前方端（２７）が前記混合機（１５）の前記前方端（４０）から前記
長手方向軸（５）に対して平行に長さＬで離隔し、前記長さＬは、前記混合機（１５）が
その最前方の位置にあるとき、前記前方端（２７）が前記密閉キャップ（１０）に配置さ
れるように寸法決めされていることを特徴とする請求項１～６のいずれか１つに記載の装
置。
【請求項８】
前記蓋（１０）が、前記長手方向軸（５）に対して平行に前記駆動手段（１７）に対して
延びる前記孔（１１）から軸方向に貫かれたスリーブ（２４）を含み、前記第２の軸方向
のストッパ（２２）が、前記長手方向軸（５）に対して直角の前記ミキサーシャフト（１
６）の横断面の縮小によって、かつ前記孔（１１）の前記長手方向軸（５）に対して直角
の横断面の補完的な縮小によって実施されることを特徴とする請求項４～７のいずれか１
つに記載の装置。
【請求項９】
前記直径Ｄと前記寸法Ｘとの差Δ、Δ＝Ｄ－Ｘが２０μｍ～８０００μｍであることを特
徴とする請求項１～８のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１０】
前記直径Ｄと前記寸法Ｘとの前記差Δ、Δ＝Ｄ－Ｘが５０μｍ～３２００μｍであること
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を特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
前記蓋（１０）が、差込み口金によって前記管（２）と着脱可能に結合可能であることを
特徴とする請求項１～１０のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１２】
前記プランジャー（８）が、前記差込み口金によって前記管（２）と着脱可能に結合可能
である駆動装置によって移動可能であることを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
前記管（２）の前記前方端（３）が、同軸に配置され、前記排出口（６）から同軸に貫か
れたスリーブ状の突出部（３１）を含み、突出部（１２）が前記排出口（６）の閉鎖のた
めの膜（１３）を含むことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１４】
前記プランジャー（８）が、前記長手方向軸（５）に対して同心のシールリップ（３４）
を含むことを特徴とする請求項４～１３のいずれか１つに記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セメント、特に請求項１の前文による骨セメントの貯蔵および／または混合
および／または注入のための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　２つの成分、粉末状成分と液体成分から製造される現在のセメントの多くは、成分の十
分な混合後に重合し、その後に硬くかつ多少なりとも持続的なセメント塊を形成する。重
合セメントのほかにはいわゆる水硬性セメント、例えばリン酸セメントが使用される。
　本発明は、かかる種々のセメントに使用可能である。特に、人工関節成分および他のプ
ロテーゼの固定および支持に使用可能であるいわゆる骨セメントの調製にも適している。
　現在最も多く使用されている骨セメントは、ポリメタクリル酸メチルであり、またはＰ
ＭＭＡとも呼ばれる。ＰＭＭＡは、粉末状ポリマーおよび液体モノマーを含む。混合後、
これらの成分は数分以内に重合し、プロテーゼとプロテーゼを取り囲む骨構造物との間の
固い結合を形成する。
　さらに現在、リン酸カルシウムセメントの使用も増大しているが、この場合も粉末状成
分が液体成分と混合される。成分の混合後に沈降反応によってセメントの硬化がもたらさ
れる。
【０００３】
　医薬品の混合および配分のための装置が、ＤＥ２９７　２１　５３４ＷＥＰＡ（特許文
献１）により周知である。この周知の装置は、円筒形の内部および端において直径が先細
の出口を含む実質的に１つの容器本体を有する混合および配分容器と、容器本体の別の端
において密閉し、軸方向に移動可能に内部に挿入されうるプランジャーユニットと、駆動
装置とを含む。プランジャーユニットは、内部において駆動可能な混合機の駆動シャフト
用の孔を有する。駆動装置は孔に嵌合し、容器本体と結合可能であり、ここで駆動装置は
混合機用の駆動シャフトの除去後に初めて容器本体と結合可能である。プランジャーユニ
ットは、ネジ棒によって出口の方向に移動され、ここでネジ棒は駆動装置における作動要
素の手動作動によって駆動される。この周知の装置における不利点は、混合機と混合室壁
との間に自動的に十分な距離が保証され、研磨剤の混合に際して混合機および／または混
合室における相当な摩耗が生じ、ここで摩耗粒子が製品の品質に対して悪影響を及ぼしう
ることである。
【特許文献１】ドイツ特許（ＤＥ）第２９７　２１　５３４号明細書ＷＥＰＡ
【特許文献２】欧州特許（ＥＰ）第０　３２６　５５１号ＴＥＰＩＣ
【発明の開示】
【０００４】
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　ここで本発明により是正措置が取られる。本発明の課題は、混合機用の停止手段を含み
、それによって混合機と混合室壁との間の最小距離が保証され、したがってこの停止手段
によって研磨剤に際しても混合機および／または混合室壁における摩耗が回避される２成
分セメントの混合のための装置を製造することである。
【０００５】
　本発明は、セメント、特に骨セメントの貯蔵および／または混合および／または注入の
ための、請求項１の特徴を有する装置によって所定の課題を解決する。
【０００６】
　本発明による装置は、前方端で排出口を有する管と、管の長手方向軸に対して同軸の孔
を有する管の後方端で第１の固定手段によって着脱可能に固定可能な蓋と、混合機および
蓋の孔を貫通するミキサーシャフトを有する空洞で軸方向および回転移動可能なミキサー
とを実質的に含む。ミキサーシャフトは、管の外でミキサーの軸方向および回転移動のた
めの駆動手段と結合可能である。ストッパが、管の前方端と着脱可能に結合可能となって
いる。このストッパは、管の排出口と結合され、膜によって閉鎖されている軸方向に貫通
する中心孔を含む。膜によって排出口は一方では閉鎖されており、他方では装置の開放な
しにセメントの液体成分が注入可能である。さらに、装置は停止手段を含み、これによっ
て混合機の長手方向軸に対して平行の移動が少なくとも管の前方端に対して制限可能であ
る。
【０００７】
　本発明による装置の好ましい実施形態では、この装置は、長手方向軸に対して同軸の貫
通孔および長手方向軸に対して同心のシールリップを有する管の後方端から管の空洞へ導
入可能であり、空洞で軸方向に移動可能なプランジャーを含み、それによって空洞は管の
後方端に対して閉鎖可能である。ミキサーシャフトは、プランジャーの貫通孔によって支
持されている。さらに、管はその後方端で着脱可能に蓋と閉鎖可能であり、ここで蓋は空
洞の長手方向軸に対して同軸に貫通し、かつミキサーシャフトもこの孔を通じて通過可能
である。さらに、軸方向の停止手段は、混合機が管の前方端でその最前方の位置にあると
き、停止手段が空洞に対して見られる蓋の外側に配置され、混合機と管の前方端で空洞を
軸方向に制限する前方空洞壁との間に最小距離Ａが残るように構成されている。この最小
距離Ａは、混合物中の最大粒子の直径の２～５倍であることが好ましい。
　骨セメントの場合、この粒子の直径は以下の範囲内にある：
－５μｍ～５０μｍ、
－５０μｍ～８００μｍ、または
－５μｍ～８００μｍでもある。
　本発明による装置の種々の実施形態では、最小距離Ａは、
－１０μｍ～２５０μｍ、または
－１００μｍ～４０００μｍ、または
－１０μｍ～４０００μｍである。
【０００８】
　空洞は、同軸に円筒形で構成され、長手方向軸に対して垂直に見て直径Ｄを有し、この
直径が混合機の長手方向軸に対して垂直に見た最大寸法Ｘよりも大きく、ここで差Ａ＝Ｄ
－Ｘが好ましくは混合物中の最大粒子の直径の４～１０倍であることが好ましい。
　本発明の装置の種々の実施形態では、この差Ａは、
－２０μｍ～５００μｍ、または
－２００μｍ～８０００μｍ、または
－２０μｍ～８０００μｍである。
　ミキサーシャフトおよびプランジャーの貫通孔の直径は、貫通孔内のミキサーシャフト
が小さな遊びを有し、プランジャーがミキサーによる混合過程中に移動されないように構
成されている。
【０００９】
　本発明による装置の別の実施形態では、この装置は、混合機のの軸方向の移動が管の後
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方端に対しても制限されるように構成されている第２の停止手段を含む。軸方向の制限は
、混合機が、管の後方端でその最後方の位置にあるとき、同じくその最後方の位置に移動
されたプランジャーの前方前額面に対して最小距離Ｂを有するように寸法決めされている
。この最小距離Ｂは最小距離Ａに対応することが好ましい。
　前方の空洞、管の側方の空洞壁、およびプランジャーの前方前額面からの混合機の距離
によって、研磨粒子の混合に際して空洞壁またはプランジャーに摩耗が生じないこと、ま
たは少ない摩耗しか生じないことが保証される。この場合、距離は粒径の２倍以上である
ことが好ましい。
【００１０】
　本発明による装置の別の実施形態では、第１の停止手段は、駆動手段に装着された第１
の軸方向のストッパによって実現されており、ここでこの第１の軸方向のストッパは、駆
動手段が、混合機がその最前方の位置にあるとき蓋に配置されるように構成されているよ
うに実施されることが好ましい。
【００１１】
　さらに本発明による装置の別の実施形態では、第２の停止手段が、ミキサーシャフトお
よび蓋に装着された軸方向のストッパによって実現され、ここでこの第２の軸方向のスト
ッパは、長手方向軸に対してミキサーシャフトの直角の横断面が距離Ｌ１で混合機の前方
端から縮小し、さらに補完的に蓋内面から距離Ｌ２で同じく長手方向軸に対して蓋におけ
る孔の直角の横断面が縮小しているように実施されていることが好ましい。距離Ｌ１およ
びＬ２は、混合機の軸方向の厚さ、最小距離Ｂ、およびプランジャーの長さに依存してい
る。
　それによって蓋が着脱可能に管の後方端と結合可能である第１の固定手段は、本発明に
よる装置の種々実施形態において、差込み口金として、ねじ込み式コネクタとして、また
は留め金として構成されうる。
　第１の固定手段と同様、それによって管の前方端でのストッパが着脱可能に固定可能で
ある第２の固定手段は、本発明による装置の種々の実施形態において、差込み口金として
、ねじ込み式コネクタとして、または留め金として構成されうる。
　ミキサーの軸方向および／または回転移動のための駆動手段は、ハンドルから成ること
が好ましいが、本発明による装置の別の実施形態では、電気式、空気圧式、または油圧式
に作動する駆動モーターによっても実施されうる。
　本発明の別の有利な実施形態は従属クレームにおいて特徴づけられている。
【００１２】
　本発明によって達成される利点は、実質的に、本発明による装置のおかげで混合機と混
合容器との間の距離のため混合容器または混合機に由来する物質が混合物に達することが
ないことにおいて確認される。これはインプラント素材にはきわめて重要であるが、それ
は特定の材料の粒子が体内に望ましくない作用をもたらしうるためである。さらに、本発
明による装置においては、セメントの粉末状成分が保存され、所望の時点で液体成分と混
合されうる。次いで、混合物は直接、混合室から所望の場所に注入されうる。利点は、そ
れによって混合物がつねに周囲および可能性のある汚染から保護されることにある。
　以下、本発明および本発明の変形を多くの実施例の部分的概略図を用いてさらに詳しく
述べる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１は、管２と、軸方向に最前方の位置にあり、管２の空洞７で長手方向軸５に対して
平行に移動可能であり、長手方向軸５の周りを回転可能に受け入れ可能であるミキサー１
４とを有する本発明による装置１の実施形態を示す。管２は、長手方向軸５に対して同心
に中空円柱で構成されており、長手方向軸５に対して斜めに向けられて前方の空洞壁２０
および長手方向軸５に対して平行に側方の空洞壁３３を含み、かつ前方端３で排出口６を
有し、その長手方向軸５に対して直角の横断面ｑは、長手方向軸５に対して管２における
空洞７の同心の横断面Ｑよりも小さい。後方端４では、管２はその外壁において、第１の
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固定手段２９を含み、これは蓋１０を管２の後方端４で着脱可能に固定するために使用さ
れる。ここに示されている本発明による装置１の好ましい実施形態では、この第１の固定
手段２９は差込み口金として構成されている。管２の前方端３では、長手方向軸５に対し
て同軸にスリーブ状の突起３１が配置されており、これは長手方向軸５および排出口６に
対して同軸に整列して貫通している。突起３１では第２の固定手段３０が配置されており
、ストッパ１２が突起３１で着脱可能に固定可能であり、それによって空洞７が管２の前
方端３で閉鎖可能である。ストッパ１２は、長手方向軸５に対して、および排出口６に対
してまで同軸に突起３１に挿入可能であり、長手方向軸５に対して同軸の中心孔３２を有
し、これは膜１３によって閉鎖可能である。プランジャー８は管２の空洞７において長手
方向軸５に対して平行に移動可能であり、混合物の配分のために使用されるが、混合物は
プランジャー８の移動に際して長手方向軸５に対して平行に排出口６から管２の前方端３
に向かって排出する。さらに、プランジャー８には長手方向軸５に対して同軸の貫通孔９
が備えられており、これはミキサー１６の受け入れおよびガイドのために使用される。
【００１４】
図１では、プランジャー８は管２の後方端４でその後方位置にある。プランジャー８は、
長手方向軸５に対して同心に配置されたシールリップ３４を含み、それによって空洞７は
管２の後方端４に対して密閉されている。蓋１０は、長手方向軸５に対して同軸に管２の
後方端４で着脱可能に取付け可能であるが、長手方向軸５に対して同軸に孔１１で貫通さ
れている。さらに、蓋１０は、長手方向軸５に対して同軸のスリーブ２４を含み、これは
同じく同軸に孔１１によって貫通され、ミキサーシャフト１６は軸方向に蓋１０およびス
リーブ２４によって通過可能である。混合機１５に対して軸方向に配置されているのは、
ミキサーシャフト１６の後方端３５におけるミキサー１４用の駆動手段１２であり、ミキ
サー１４はここではハンドルとして構成されている。ミキサー１４は、空洞７で軸方向お
よび回転移動可能であり、混合機１５と、プランジャー８の貫通孔９および蓋１０の孔１
１によって、かつスリーブ２４で通過可能なミキサーシャフト１６とを含む。混合機１５
には、長手方向軸５に対して平行に配置され、混合機１５を軸方向に貫通する通過口１９
が備えられている。さらに、装置１は第１の停止手段１８を含み、これは、混合機１５が
その最前方の位置にあるとき、混合機１５の前方端面壁４１と前方空洞壁２０との間に最
小距離Ａが残されるように、管２の前方端３に対するミキサー１４の軸方向の移動可能性
を制限する。第１の停止手段１８は、本発明による装置１のこの実施形態では、第１の軸
方向のストッパ２１から成り、この場合、駆動手段１７におけるスリーブ状の突起２６の
前方端２７が、管２に対して外側の、長手方向軸５に対して直角に向けられた蓋１０の表
面に接続されている。最小距離Ａが保持されるために、ミキサーシャフト１６は駆動手段
１７と結合されており、混合機１５の排出口６に対して向けられた前方端４０と駆動手段
１７におけるスリーブ状の突起２６の前方端２７との間に長さＬが保持され、これは管２
の空洞７の長さ、蓋１０の厚さ、および最小距離Ａによって規定される。
【００１５】
　図２では、混合機１５およびプランジャー８がその最後方の位置にある。第２の停止手
段３９は、ミキサー１４の軸方向の移動可能性を管２の後方端４に対して制限するが、第
２の軸方向のストッパ２２を含み、これはここではミキサーシャフト１６の長手方向軸５
に対して直角の横断面の縮小３６によって、かつスリーブ２４における孔１１の長手方向
軸５に対して垂直の横断面の補完的な第２の横断面の縮小３７によって構成されている。
この第２の停止手段３９によって、混合機１５がその最後方の位置にあるとき、混合機１
５の後方端面壁４２とプランジャー８の前方前額面との間に最小距離Ｂが残されることが
達成可能である。そのために混合機１５の前方端４０とミキサーシャフト１６での第１の
横断面の縮小３６との間の長さＬ１、および蓋１０の空洞７に対して向けられた内面とス
リーブ２４における孔１１の別の横断面の縮小３７との間の長さＬ２は、長さＬ１－Ｌ２

の差が、混合機１５の軸方向の寸法、プランジャー８の長さ、および最小距離Ｂの合計に
対応するように寸法決めされている。さらに、長手方向軸５に対して垂直に見た混合機１
５の最大の寸法Ｘは、管２における空洞７の長手方向軸５に対して垂直の直径Ｄよりも小
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さく、混合機１５は側方の空洞壁３３からも離隔されている。ミキサー１４による混合過
程の終了後、ミキサーシャフト１６は蓋１０の所定の破壊点３８における除去および回収
後に停止されうるため、プランジャー８およびそれに適した駆動装置（図示せず）による
セメントの配分は、ミキサーシャフト８、蓋１０、および駆動手段１７によって妨害され
ない。例えば、駆動装置として、欧州特許（ＥＰ）第０　３２６　５５１号ＴＥＰＩＣ(
特許文献２)において開示されているように、第１の固定手段２９において着脱可能に固
定可能な手動操作のレバー駆動を使用することができる。混合されたセメントは、空洞７
におけるプランジャー８による配分に際して排出口６によって押圧される。この場合、混
合機１５は、プランジャー８の前方前額面２３に隣接した引っ込んだ位置にあり、プラン
ジャー８から同時に移動される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】ミキサーがその最前方の位置にある、本発明による装置の実施形態を示す縦断面
図である。
【図２】ミキサーがその最後方の位置にある、本発明による装置の図１に示された実施形
態を示す縦断面図である。
【符号の説明】
【００１７】
１　　装置　　　　　　　　　　　　　　２　　管
３　　前方端　　　　　　　　　　　　　４　　後方端
５　　長手方向軸　　　　　　　　　　　６　　排出口
７　　空洞　　　　　　　　　　　　　　８　　プランジャー
１０　蓋　　　　　　　　　　　　　　　１１　孔
１２　栓　　　　　　　　　　　　　　　１３　膜
１４　ミキサー　　　　　　　　　　　　１５　混合機
１６　ミキサーシャフト　　　　　　　　１７　駆動手段
１８　停止手段　　　　　　　　　　　　２０　空隙
２１、２２　ストッパ　　　　　　　　　２３　前方前額面
２４　スリーブ　　　　　　　　　　　　２６　突起
２７　前方端　　　　　　　　　　　　　３１　突出部
３４　シールリップ　
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